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四
月 

別
名 

卯
月
（う
づ
き
）・建
巳
月
（け
ん
し
げ
つ
）・孟

夏
（も
う
か
）、
桜
の
散
っ
た
後
の
余
り
の
月
、
桜
花
の
な
い
月

と
い
う
こ
と
か
ら
、
余
月
、
陰
月
と
も
言
わ
れ
て
い
た
と
の
こ

と
で
あ
る
。  

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

『四
月
の
花
』 

タ
ン
ポ
ポ
、
桜
、
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
、
木
瓜
（
ぼ
け
）、
山
吹
、
蓮
華
、
ハ
ナ

ミ
ズ
キ
、
一
輪
草
、
カ
タ
ク
リ
、
菫
（す
み
れ
）、
熊
谷
草
、
座
禅
草

な
ど
な
ど
、
さ
す
が
に
春
は
花
の
行
列
に
飽
く
こ
と
が
な
い
季
節

で
あ
る
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

『四
月
の
言
葉
』 

シ
ー
リ
ー
先
生
は
一
日
、
私
を
呼
ん
で
教
え
て
く
れ
た
。 

 
 

 

内
村
、
君
は
君
の
内
を
の
み
見
る
か
ら
い
け
な
い
。
君

は
君
の
外
を
見
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。
な
ぜ
、
己
に
省
み

る
こ
と
を
や
め
て
、
十
字
架
の
上
に
君
の
罪
を
あ
が
な
い

た
ま
い
し
イ
エ
ス
を
仰
ぎ
見
な
い
の
か
。
君
の
な
す
と
こ
ろ

は
、
小
児
が
植
木
を
鉢
に
植
え
て
、
そ
の
成
長
を
確
定

（た
し
か
）め
ん
と
欲
し
て
、
毎
日
そ
の
根
を
抜
い
て
み
る

と
同
然
で
あ
る
。
何
ゆ
え
に
、
こ
れ
を
神
と
日
光
と
に
ゆ

だ
ね
奉
り
、
安
心
し
て
君
の
成
長
を
待
た
ぬ
の
か
。 

先
生
の
こ
の
忠
告
に
私
の
霊
魂
は
醒
（さ
）め
た
の
で
あ 

る
。
私
は
こ
の
時
、
初
め
て
信
仰
の
何
た
る
か
を
教
え 

ら
れ
た
。
信
仰
は
読
ん
で
字
の
ご
と
く
信
ず
る
こ
と
で 

あ
っ
て
、
働
く
こ
と
で
な
い
、
私
は
修
養
ま
た
は
善
行
に 

よ
っ
て
救
わ
る
る
の
で
な
い
、
神
の
子
を
信
ず
る
に
よ
っ 

て
救
わ
る
る
の
で
あ
る
と
は
、
シ
ー
リ
ー
先
生
が
は
っ
き 

り
と
私
に
教
え
て
く
れ
た
こ
と
で
あ
る
。 

 
 

註 

ジ
ュ
リ
ウ
ス
・H

・
シ
ー
リ
ー
。
内
村
が
在
学
し
た
当
時
の
ア 

 

マ
ス
ト
大
学
総
理
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

（内
村
鑑
三
『続
一
日
一
生
』一
月
二
十
三
日
） 

      



『四
月
の
暦
』 

 
 

 
一 

日 

新
学
年
、
新
会
計
年
度
、
親
鸞
聖
人
誕

生
会
、
エ
ー
プ
リ
ル
フ
ー
ル 

 
 

 
 

三 

日  
隠
元
禅
師
忌 

 
 

 
 

五 

日 

清
明
（す
べ
て
の
者
が
清
ら
か
で
生
き
生

き
と
す
る
こ
ろ
の
こ
と
。
若
葉
が
萌
え
、
花

が
咲
き
、
鳥
が
歌
い
舞
う
、
生
命
が
輝
く

季
節
の
到
来
を
表
し
ま
す
） 

 
 
   

七 

日 

法
然
上
人
誕
生
会 

 
 

 
 

八 

日  

花
ま
つ
り
、
灌
仏
会 

    
 

十
一
日 

メ
ー
ト
ル
法
公
布
記
念
日 

 
 

 
 

十
二
日 

世
界
宇
宙
飛
行
の
日 

    

二
十
日 

穀
雨
（ 

た
く
さ
ん
の
穀
物
を
う
る
お

す
春
の
雨
が
降
る
こ
ろ
の
こ
と
） 

二
十
八
日 

日
蓮
宗
開
宗
会 

二
十
九
日 

昭
和
の
日 

三
十
日 

退
位
礼
正
殿
の
儀 

参
考 

鈴
木
充
広
著
「暮
ら
し
に
生
か
す
旧
暦
ノ
ー
ト
」河
出
書
房 

白
井
明
大
「日
本
の
七
十
二
候
を
楽
し
む
」（東
邦
出
版
） 

平
成
三
十
一
年
神
宮
舘
運
勢
暦
（神
宮
舘
） 

日
本
大
歳
時
記
・暮
ら
し
の
歳
時
記
（講
談
社
） 

暮
ら
し
の
歳
時
記
３
６
５
日
『今
日
は
何
の
日
か
？
』（講
談
社
） 

    

お
し
ら
せ 

一
、
保
険
証
の
提
示
に
つ
い
て 

月
の
最
初
の
受
診
時
に
は
、
受
付
に
保
険
証 

を
ご
提
示
く
だ
さ
い
。 

二
、
当
番
医
は 

四
月
三
十
日
、
五
月
十
二
日 

 
 

新
天
皇
即
位
に
か
か
わ
る
休
日
で
は
、
四
月
三
十

日
（当
番
医
）、
五
月
二
日
は
午
前
中
の
み
、
診
療

を
行
い
ま
す
。
五
月
一
日
は
祝
日
で
休
診
い
た
し
ま

す
。 

三
、
診
療
案
内 

○
一
般
外
来
診
療
・往
診
・在
宅
医
療 

 
 

 

○
禁
煙
外
来 

     

○
骨
粗
鬆
症
の
検
査･

治
療 

○
ピ
ロ
リ
菌
有
無
の
検
索
と
除
菌 

○
Ｃ
Ｔ
、
Ｍ
Ｒ
Ｉ
、
Ｐ
Ｅ
Ｔ
の
予
約 

○
胃
カ
メ
ラ
・大
腸
カ
メ
ラ 

 
○
肺
炎
球
菌
・帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン 

四
、
外
来
の
一
部
予
約
制
の
利
用
に
つ
い
て 

外
来
の
混
雑
で
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
て
い
ま
す
。 

待
ち
時
間
を
減
ら
す
努
力
は
い
つ
も
心
が
け
て
お
り

ま
す
が
、
救
急
で
重
症
な
患
者
さ
ん
が
多
く
、
全
員

の
予
約
制
は
取
れ
な
い
現
状
で
す
。
ど
う
し
て
も
時
間

に
制
約
が
お
あ
り
の
方
に 

☆
１
時
間
２
名
ず
つ
、
予
約
制
で
診
療
を
行
っ
て
い

ま
す
。
前
日
ま
で
受
付
け
て
お
り
ま
す
の
で
、
電
話

で
ご
予
約
く
だ
さ
い
。  

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

五
、
群
馬
県
保
険
医
協
会 

二
十
四
時
間
健
康
テ
レ
ホ
ン 

 

電
話
〇
二
七
―
二
三
四
―
四
九
七
〇 

h
ttp://

w
w
w
.raijin.com

/
ken

ko/
 

                              
 

  
 

 
 

 
 

 
 

月 倦怠感を感じたら 

火 ユマニチュードと呼ばれるケア 

水 インプラントはどのくらいもちますか？ 

木 過換気症候群 

金 金属アレルギー 

土 頭皮のかゆみとフケ 

http://www.raijin.com/kenko/
http://www.raijin.com/kenko/


    

さ
く
ら 

 
 
 
 

日
本
古
謡 

  
さ
く
ら 

さ
く
ら 

 

野
山
も
里
も 

見
渡
す
限
り 

霞
（か
す
み
）か
雲
か 

 

朝
日
に
匂
う 

さ
く
ら 

さ
く
ら 

花
ざ
か
り 

  

唱
歌
「
さ
く
ら
」は
、
明
治
二
十
一
年
発
行
の

「
筝
曲
集
」
に
箏
（
琴
）の
入
門
曲
と
し
て
発
表
さ

れ
た
が
、
江
戸
古
謡
「
さ
く
ら
」
に
は
筝
曲
と
し

て
は
珍
し
く
詩
が
つ
け
ら
れ
て
い
て
、
当
時
は
「
咲

い
た
櫻
」
と
い
う
名
前
で
親
し
ま
れ
て
い
た
と
い

う
。 

 

咲
い
た 

さ
く
ら 

 

花
見
て
戻
る 

吉
野
は
さ
く
ら 

 

竜
田
は
も
み
じ 

唐
崎
の
松 

 

と
き
わ
と
き
わ 

深
緑 

 

こ
れ
が
筝
曲
集
に
収
め
る
と
き
に 

 

さ
く
ら 

さ
く
ら 

 

弥
生
の
空
は 

見
渡
す
限
り 

 

霞
か
雲
か 

匂
い
ぞ
出
ず
る 

 

い
ざ
や 

い
ざ
や 

見
に
ゆ
か
ん 

 

と
変
え
ら
れ
、
さ
ら
に
昭
和
十
六
年
に
今
の
詩
に

な
っ
た
が
、
中
学
校
唱
歌
集
に
は
「
弥
生
の
空
は
…
」

の
ほ
う
を
掲
載
し
て
い
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。 

 

イ
タ
リ
ヤ
の
作
曲
家
プ
ッ
チ
ー
ニ
は
、
明
治
三
十
七

年
ミ
ラ
ノ
の
ス
カ
ラ
座
で
初
演
さ
れ
た
オ
ペ
ラ
「蝶
々

夫
人
」の
第
一
幕
（結
婚
式
の
場
）で
こ
の
メ
ロ
デ
ィ
を

使
い
「さ
く
ら
」は
一
躍
世
界
で
知
ら
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。 

 

「
さ
く
ら
」
は
「
古
事
記
」
「
日
本
書
紀
」
の
時
代
に
は
、

そ
の
開
花
が
農
作
業
開
始
の
合
図
と
さ
れ
、
平
安

貴
族
に
は
、
「
花
の
代
名
詞
」
と
し
て
愛
さ
れ
ま
し
た
。

武
士
の
台
頭
と
と
も
に
、
日
本
人
は
「さ
く
ら
」の
花

に
「世
の
は
か
な
さ
」「あ
わ
れ
」を
見
る
よ
う
に
な
っ

て
い
き
ま
す
。
江
戸
時
代
に
な
り
、
桜
は
庶
民
の
楽

し
み
に
加
わ
り
花
見
行
事
が
始
ま
り
ま
し
た
。
し
か

し
明
治
以
降
、
時
代
が
戦
争
一
色
に
な
る
と
「同
期

の
桜
」の
よ
う
に
「散
る
」＝
「死
ぬ
」＝
「美
」と
い
う

よ
う
に
「死
」を
賞
賛
す
る
方
向
へ行
っ
て
し
ま
う
こ

と
も
あ
り
ま
し
た
。
第
二
次
大
戦
で
の
多
く
の
犠
牲

と
苦
悩
を
経
て
、
や
っ
と
平
和
の
象
徴
、
国
花
と
し

て
清
楚
で
可
憐
な
姿
を
見
せ
て
く
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
時
代
時
代
を
映
し
て
き
た
こ
の
「さ
く
ら
」

に
悲
し
み
の
イ
メ
ー
ジ
を
負
わ
せ
る
こ
と
が
な
い
よ

う
な
国
づ
く
り
を
一
人
一
人
が
し
て
い
か
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。 学

習
研
究
社
『
私
の
心
の
歌 

春
』
参
考 

 

 
 
 

 

け
ん
こ
う 

（一
一
三
） 

慢
性
腎
臓
病 

 
 

は
じ
め
に 

   

日
本
に
は
現
在
、
慢
性
腎
臓
病
の
患
者
さ
ん
が 

一
、
三
〇
〇
万
人
以
上
い
る
と
推
計
さ
れ
て
い

ま
す
。
自
覚
症
状
が
な
い
ま
ま
進
行
し
、
気
づ

い
た
と
き
に
は
透
析
な
ど
の
治
療
が
必
要
に
な

り
、
生
活
上
の
支
障
が
大
き
く
な
っ
て
し
ま
い

ま
す
。
早
期
発
見
・早
期
治
療
が
が
大
切
で

す
。 

一 

腎
臓
の
働
き 

 
 

 
 

腎
臓
は
、
腰
の
裏
側
に
左
右
一
対
あ
り
、
各
々
１
３

０
グ
ラ
ム
か
ら
な
る
器
官
で
す
。
大
動
脈
か
ら
毎
分
１

リ
ッ
ト
ル
、
心
拍
出
量
の
２
０
％
の
血
液
を
直
接
受
け

て
い
ま
す
。
そ
の
働
き
と
障
害
時
の
病
態
を
カ
ッ
コ
内

に
示
し
ま
す
。 

 

１ 

老
廃
物
や
余
分
な
水
分
を
ろ
過
・排
泄
す
る 

（尿
毒
症
） 

 

２ 

体
液
量
や
電
解
質
バ
ラ
ン
ス
を
調
節 

（む
く
み
、
高
血
圧
、
体
重
増
加
、
高
Ｋ
血
症
） 

 

３ 

エ
リ
ス
ロ
ポ
エ
チ
ン
を
分
泌
し
骨
髄
造
血
を
促
進

す
る
（貧
血
） 

 

４ 

ビ
タ
ミ
ン
Ｄ
の
活
性
化
に
よ
り
カ
ル
シ
ウ
ム
吸
収

を
促
進
し
、
骨
を
丈
夫
に
す
る
。 

（骨
粗
し
ょ
う
症
） 



 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

七
輿
山
の
桜 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

         

稲
荷
山
古
墳
の
桜  

二 

慢
性
腎
臓
病
の
原
因 

 
 

慢
性
腎
臓
病
は
、
慢
性
的
に
腎
臓
が
障
害
さ
れ

た
り
、
腎
臓
の
働
き
が
低
下
し
て
い
る
状
態
の

総
称
で
生
活
習
慣
病
な
ど
の
全
身
疾
患
と
腎

臓
自
体
の
病
気
に
大
き
く
分
け
ら
れ
ま
す
。 

  

１ 

生
活
習
慣
病 

（１
） 

糖
尿
病 

（２
） 

高
血
圧 

 
 

 
 

い
ず
れ
も
血
管
を
傷
害
し
や
す
い
た
め
、 

血
管
の
塊
の
よ
う
な
腎
臓
は
影
響
を
受
け
や 

す
く
な
り
ま
す
。 

 

２ 

腎
臓
自
体
の
病
気 

 
 

 
IgA

腎
症
を
主
と
し
た
慢
性
腎
炎 

 

３ 

加
齢 

 

４ 

悪
化
さ
せ
る
ほ
か
の
要
因 

（１
） 

脂
質
異
常
症 

（２
） 

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム 

（３
） 

高
尿
酸
血
症 

（４
） 

喫
煙 

 

三 

慢
性
腎
臓
病
の
早
期
発
見 

 

１ 

血
液
検
査 

（１
） 

血
清
ク
レ
ア
チ
ア
ニ
ン
値 

体
内
に
蓄
積
し
た
老
廃
物
の
一
つ
で
あ
る

ク
レ
ア
チ
ン
の
値
か
ら
ｅ
Ｇ
Ｆ
Ｒ
を
計
算
し
た

値
が
健
康
な
状
態
を
１
０
０
と
し
た
場
合

の
今
の
働
き
を
表
し
ま
す
。
６
０
未
満
は
慢

性
腎
臓
病
が
疑
わ
れ
ま
す
。 

（２
） 

尿
検
査 

タ
ン
パ
ク
尿
「－
」マ
イ
ナ
ス
の
み
が
正
常
。 

糖
尿
病
で
は
、
蛋
白
尿
が
見
つ
か
っ
た
状
態

で
は
腎
症
が
進
行
し
て
い
る
場
合
が
多
い
の

で
ア
ル
ブ
ミ
ン
尿
の
検
査
が
必
要
に
な
り
ま

す
。 

四 

慢
性
腎
臓
病
の
診
断
と
重
症
度 

１ 

慢
性
腎
臓
病
の
診
断 



 

次
の
３
項
目
の
う
ち
、
ど
れ
か
が
３
か
月
以
上

続
い
た
場
合
を
い
い
ま
す
。 

（１
） 
尿
た
ん
ぱ
く 

「+

－
」以
上 

（２
） 
ア
ル
ブ
ミ
ン
尿 

１
日
３
０
ｍ
ｇ
以
上 

（３
） 

ｅ
Ｇ
Ｆ
Ｒ 
６
０
未
満 

 

２ 

慢
性
腎
臓
病
の
重
症
度 

 

次
の
図
で
重
症
度
を
判
定
し
ま
す
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

五 

慢
性
腎
臓
病
の
治
療 

 

１ 

原
因
に
合
わ
せ
た
治
療 

（１
） 

糖
尿
病
、
高
血
圧
の
治
療
（
目
標
） 

① H
bA

1C
 
 
7.0%

 

未
満 

② 

血
圧 

130/80

未
満
（糖
尿
病
） 

③ 

血
圧 

140/90

未
満
（高
血
圧
） 

（２
） 

脂
質
異
常
症
・メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
の
治

療 
 

（３
） 

腎
臓
自
体
の
病
気
の
治
療 

進
行
を
遅
ら
す
こ
と
が
目
的 

 

２ 

生
活
習
慣
の
改
善 

（１
） 

塩
分
制
限
（１
日
６
ｇ
未
満
） 

（２
） 

過
食
の
改
善 

（３
） 

た
ん
ぱ
く
、
Ｋ
（カ
リ
ウ
ム
）
制
限 

（４
） 

禁
煙 

（５
） 

適
度
の
運
動 

 

六 

進
行
し
た
慢
性
腎
臓
病
の
治
療 

 
  

ｅ
Ｇ
Ｆ
Ｒ
が
１
０
～
１
５
以
下
に
な
る
と
必
要
に  

な
り
ま
す 

 
 

 

１ 

透
析
療
法 

（１
） 血
液
透
析 

（２
） 腹
膜
透
析 

血
液
透
析
を
受
け
て
い
る
人
は
３
３
万
人
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。
週
３
回
、
１
回
４
時
間
を
要
す
る
た
め
時
間
的

制
約
が
大
き
い
治
療
で
す
。
ま
た
血
液
透
析
で
は
水
分

な
ど
様
々
な
物
質
が
急
激
に
変
化
す
る
の
で
循
環
動

態
の
変
化
を
お
こ
し
や
す
く
な
り
ま
す
。 

腹
膜
透
析
は
自
宅
や
外
出
先
で
も
で
き
、
１
回
の
取
り

換
え
時
間
は
３
０
分
、
１
日
、
３-

５
回
行
い
ま
す
。
カ
テ

ー
テ
ル
感
染
の
リ
ス
ク
と
腹
膜
劣
化
の
た
め
に
５-

１
０

年
で
血
液
透
析
に
移
行
す
る
こ
と
が
必
要
と
な
り
ま

す
が
、
Ｑ
Ｏ
Ｌ
を
維
持
す
る
た
め
に
は
、
も
っ
と
利
用
さ

れ
て
い
い
治
療
法
だ
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。 

 

 
 

 

２ 

腎
臓
移
植 

（１
） 生
体
腎
移
植 

（２
） 献
体
腎
移
植 

日
本
で
の
腎
移
植
の
年
間
件
数
は
１
６
０
０
件
で
米
国

の
１
０
分
の
１
で
す
。
献
体
腎
移
植
は
脳
死
、
心
臓
死
の

人
か
ら
の
腎
提
供
に
な
り
ま
す
。
透
析
に
か
か
わ
る
生

活
上
の
障
害
が
少
な
く
生
活
の
質
（Ｑ
Ｏ
Ｌ
）が
改
善
し

ま
す
。
生
涯
の
医
療
費
の
削
減
に
も
な
り
ま
す
。
移
植

腎
の
生
着
率
は
、
１
年
後
で
９
９
％
、
５
年
後
で
９
５
％

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
移
植
後
は
免
疫
抑
制
剤
を
生
涯

飲
み
続
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
提
供
側
の
リ
ス
ク
と

し
て
摘
出
術
に
よ
る
死
亡
率
は
限
り
な
く
０
に
近
い
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。
提
供
者
の
腎
の
機
能
は
、
７
０-

７

５
％
で
す
が
ご
く
ま
れ
に
提
供
者
が
透
析
療
法
、
腎
移

植
を
受
け
る
こ
と
が
あ
る
と
の
こ
と
で
す
。 

 
 

 
 

Ｎ
Ｈ
Ｋ
き
ょ
う
の
健
康20

19
.2

の
一
部
を
参
考
、
引
用
致
し
ま
し
た
。 

          



院
長
の
ひ
と
り
ご
と
（ 

百
六
十
） 

 
 

 
よ
き
隣
人 

 

◇
二
〇
〇
七
年
十
二
月
二
十
六
日
、
聖
地
旅
行 

 
 

 

の
旅
に
加
え
て
も
ら
い
、
年
末
の
半
日
の
外
来 

を
終
え
る
と
急
い
で
成
田
に
向
か
っ
た
。 

 

◆
四
十
人
余
の
全
く
見
ず
知
ら
ず
の
人
た
ち
の

旅
行
に
参
加
す
る
こ
と
な
ど
今
ま
で
の
自
分
に

は
考
え
ら
れ
な
い
こ
と
だ
っ
た
が
、
こ
の
機
会
を

逃
す
と
二
度
と
め
ぐ
っ
て
こ
な
い
よ
う
な
気
持

に
背
中
を
押
さ
れ
て
い
た
。 

 

◇
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
航
空
の
飛
行
機
で
午
後
十
時
成 

田
か
ら
出
発
し
、
関
西
空
港
で
同
じ
ツ
ア
ー
の

人
た
ち
と
合
流
し
、
翌
二
十
七
日
、
三
時
四
十

五
分
に
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
の
首
都
タ
シ
ュ
ケ
ン
ト

空
港
に
着
き
飛
行
機
を
乗
り
換
え
て
九
時
三

十
分
に
イ
ス
ラ
エ
ル
の
テ
ル
ア
ビ
ブ
空
港
に
到
着

し
た
。 

◆
出
発
直
前
の
外
来
は
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
患
者
さ

ん
が
い
っ
ぱ
い
だ
っ
た
の
で
、
も
し
自
分
が
感
染

し
て
い
た
ら
旅
が
つ
ら
く
な
る
だ
ろ
う
し
、
そ
れ

に
も
ま
し
て
他
の
参
加
者
に
も
う
つ
し
て
し
ま

い
か
ね
な
い
と
気
が
気
で
な
か
っ
た
。
フ
ラ
イ
ト

中
の
機
内
は
乾
燥
す
る
と
い
う
の
で
マ
ス
ク
を
し

て
喉
を
守
っ
た
。
も
う
す
で
に
深
夜
だ
か
ら
、
み

な
し
ん
と
眠
り
に
つ
い
て
い
て
、
隣
同
士
と
も
名

乗
り
あ
う
こ
と
な
く
私
は
緊
張
し
て
一
睡
も
で
き

な
か
っ
た
。 

◇
途
中
で
、
日
本
語
の
機
内
放
送
が
あ
っ
た
。 

『具
合
の
悪
い
人
が
い
る
の
で
ド
ク
タ
ー
が
い
た
ら
乗

務
員
ま
で
連
絡
を
』と
。
夢
か
う
つ
つ
の
よ
う
な
出

来
事
だ
っ
た
。
手
を
挙
げ
て
立
つ
べ
き
か
寝
た
ふ
り
を

す
る
か
、
悩
ん
だ
末
、
後
者
を
選
ん
だ
。 

◆
捕
ら
え
ら
れ
て
裁
判
に
か
け
ら
れ
た
イ
エ
ス
キ
リ
ス

ト
の
様
子
を
う
か
が
い
に
行
っ
た
イ
エ
ス
の
一
番
弟
子

の
ペ
テ
ロ
が
、
居
合
わ
せ
た
女
性
の
召
使
に
、
お
前
も

あ
の
イ
エ
ス
と
い
う
男
の
仲
間
じ
ゃ
な
い
か
と
見
と
が

め
ら
れ
、
「い
や
違
う
、
私
は
あ
の
人
と
は
何
の
関
係

も
な
い
」と
三
回
否
定
し
た
と
き
に
、
イ
エ
ス
が
予
言

し
て
い
た
よ
う
に
鶏
が
鳴
い
た
。
は
っ
と
し
た
ペ
テ
ロ
を

遠
く
か
ら
イ
エ
ス
が
見
つ
め
て
お
ら
れ
た
。 

「ほ
ら
ね
、
人
間
の
心
は
弱
い
も
の
、
と
い
う
こ
と
を
知

っ
て
あ
な
た
に
与
え
ら
れ
て
い
る
道
を
歩
い
て
ゆ
き
な

さ
い
。
」と
、
や
さ
し
く
言
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
っ
た
。 

◇
泣
き
崩
れ
る
ペ
テ
ロ
を
見
つ
め
る
イ
エ
ス
の
ま
な
ざ
し
を
思 

う
時
、
飛
行
機
の
中
で
寝
た
ふ
り
を
決
め
込
ん
で
し
ま 

っ
た
自
分
と
ペ
テ
ロ
が
重
な
り
、
自
分
も
た
し
か
に
イ
エ
ス 

様
に
試
さ
れ
て
い
る
、
と
思
っ
た
。 

口
で
は
何
と
で
も
殊
勝
な
こ
と
を
言
え
る
が
、
そ
の
時
に 

立
ち
上
が
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
よ
う
な
経
験
が
そ
れ 

ま
で
に
も
た
く
さ
ん
あ
っ
た
こ
と
を
思
い
出
し
た
。 

◆
普
段
は
人
に
説
教
し
、
神
に
仕
え
て
い
た
敬
虔
な
祭 

司
た
ち
が
強
盗
に
身
ぐ
る
み
剝
が
れ
て
半
殺
し
の
目 

に
あ
っ
て
倒
れ
て
い
る
旅
人
に
出
く
わ
し
た
と
き
の
話 

が
聖
書
に
載
っ
て
い
る
。 

日
本
で
い
え
ば
、
高
僧
の
誉
れ
高
い
人
と
か
道
徳
・倫 

理
を
教
え
て
い
る
偉
い
人
を
当
て
て
み
て
よ
い
だ
ろ
う
。 

◇
二
人
と
も
倒
れ
て
い
る
人
を
避
け
る
よ
う
に
道
の
反
対 

 

側
を
歩
い
て
去
っ
て
行
っ
た
。
血
だ
ら
け
の
人
に
出
会
い
、

関
わ
り
合
い
を
持
つ
こ
と
は
穢
れ
だ
と
考
え
た
か
ら
で
あ

る
。 

◆
そ
こ
へ三
人
目
の
人
が
や
っ
て
き
た 

こ
の
旅
人
は
、
倒
れ
て
い
る
人
達
か
ら
普
段
は
汚
ら
わ
し 

い
と
見
下
さ
れ
て
い
た
人
た
ち
の
一
人
で
あ
っ
た
。 

そ
の
よ
う
に
差
別
さ
れ
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の 

旅
人
は
倒
れ
て
い
る
人
を
見
て
か
わ
い
そ
う
に
思
っ
て
近 

寄
り
、
傷
の
手
当
て
を
し
て
く
れ
、
そ
の
う
え
自
分
の
乗 

っ
て
い
た
家
畜
に
の
せ
て
宿
屋
ま
で
連
れ
て
行
っ
た
。
泊
め 

て
食
事
の
世
話
も
し
て
あ
げ
て
く
れ
る
よ
う
頼
ん
で
必
要 

な
お
金
を
支
払
っ
た
。
も
っ
と
出
費
が
あ
る
よ
う
な
ら
、 

自
分
が
帰
り
に
寄
っ
て
支
払
う
か
ら
と
言
っ
て
、
翌
朝
旅 

に
出
か
け
て
行
っ
た
。 

◇
聖
書
に
は
、
「あ
な
た
の
隣
人
を
あ
な
た
自
身
の
よ
う
に 

愛
せ
よ
」と
い
う
モ
ー
セ
の
律
法
が
あ
る
。
自
分
は
こ
と
ご 

と
く
守
っ
て
い
る
と
自
負
し
て
い
た
律
法
学
者
が
、 

『自
分
に
と
っ
て
隣
人
と
は
誰
の
こ
と
で
し
ょ
う
か
ね
え
』 

と
、
イ
エ
ス
に
質
問
し
て
き
た
。
イ
エ
ス
は
、
直
接
質
問
に
は 

答
え
ず
、 



『倒
れ
て
い
た
人
に
と
っ
て
は
だ
れ
が
「
良
き
隣
人
」
だ 

っ
た
で
し
ょ
う
か
、
と
聞
き
返
し
た
。 

「倒
れ
て
い
た
人
に
憐
れ
み
を
か
け
て
や
っ
た
人
で
す
」 

と
答
え
る
と 

『
あ
な
た
も
同
じ
よ
う
に
し
な
さ
い
』 

と
言
わ
れ
た
。 

◆
聖
書
を
学
ん
で
い
る
と
、
イ
エ
ス
の
語
ら
れ
る
言
葉
に 

「
そ
の
通
り
だ
」
と
納
得
す
る
こ
と
が
常
だ
が
、
諭
さ 

れ
て
い
る
の
が
、
実
は
自
分
の
こ
と
だ
と
知
っ
た
と
き 

に
、
初
め
て
教
え
の
深
い
意
味
を
知
る
こ
と
に
な
り
ま 

す
。
自
分
は
傍
観
者
の
立
場
に
い
る
が
、
実
は
、
倒
れ 

て
い
た
旅
人
を
避
け
て
過
ぎ
去
っ
た
人
々
の
内
に
自 

分
の
姿
を
見
て
愕
然
と
し
ま
す
。 

機
内
放
送
に
応
答
し
な
か
っ
た
自
分
も
同
じ
こ
と
で 

し
た
。 

◇
機
内
で
の
不
具
合
が
あ
っ
た
こ
と
は
、
旅
行
中
話 

題
に
な
る
こ
と
は
な
か
っ
た
の
で
あ
れ
は
夢
だ
っ
た
か

と
思
っ
て
い
た
と
こ
ろ
、
旅
も
半
ば
を
過
ぎ
た
あ
る
昼

食
の
時
に
同
行
仲
間
の
年
輩
な
男
性
が
私
に
声
を
か

け
て
き
ま
し
た
。 

『
私
に
は
持
病
が
あ
っ
て
、
来
る
と
き
の
飛
行
機
の
中

で
苦
し
く
な
っ
た
の
で
す
。
あ
の
時
に
見
て
く
れ
た
人

が
あ
っ
た
の
で
す
が
、
あ
な
た
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
？

お
礼
が
言
え
な
く
て
気
に
な
っ
て
い
た
の
で
す
が
』 

と
言
う
の
で
す
。 

 

◆
私
は
あ
わ
て
て
手
を
振
っ
て
、
「私
は
医
師
で
す
」 

と
言
っ
て
立
ち
上
が
る
勇
気
が
な
く
て
、
何
も
し
て 

あ
げ
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
、
す
み
ま
せ
ん
と
詫
び
た
。 

結
局
ど
な
た
が
見
て
く
だ
さ
っ
た
の
か
は
、
わ
か
ら 

ず
じ
ま
い
で
あ
っ
た
。 

◇
私
に
と
っ
て
は
、
十
年
以
上
前
の
出
来
事
で
し
た
が
、 

あ
の
年
輩
の
方
が
、
強
盗
に
あ
っ
た
旅
人
で
、
実
は
神 

様
が
私
が
ど
う
反
応
す
る
か
と
試
さ
れ
た
の
で
は 

な
か
っ
た
か
と
考
え
て
い
ま
す
。 
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